
[ 経済局 ] １款　２項　１目 （単位：千円）

総額 一財+市債 総額 一財+市債 総額 一財+市債

15 主要施設整備費 243,000 243,000 243,000 243,000 0 0

16 施設整備費 404,000 404,000 201,000 201,000 203,000 203,000 ○

17
小動物解体ライン改修事業
費

1,212,000 1,212,000 700,000 700,000 512,000 512,000

計 1,859,000 1,859,000 1,144,000 1,144,000 715,000 715,000

令和６年度 増△減（７－６）
新
規
・
拡
充

計画
書頁 事　　業　　名

令和７年度



款 項 目

（単位：千円）

区　分 金　額 国 県 市債 一般財源

財 源 内 訳

（単位：千円）
細事業名称 差引（増減） 増減説明

事業計画書

政策番号 施策番号

その他

歳出

事業費

事業費

市債＋一般財源

市債＋一般財源

予
算

決
算

増▲減

   令和7年度

令和 4年度

□ 新規　□ 拡充事業局課 新規拡充 事業評価書番号

2 1

主要施設整備費

1 20 99

事業名称

歳出予算科目

243,000令和7年度 0 239,000 4,0000 0

令和6年度

令和5年度令和4年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

243,000

0

0

 0 0

239,000

 0

4,000

 0

0 243,000

199,866

243,000 243,000 243,000

0

0

0

0

243,000

199,866

243,000 243,000 243,000

0

 0

経年劣化が顕著となった主要施設の改修工事の実施
事業概要

（アクティビティ）

事業指標①
（アウトプット）

単位 目標

年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度

実績

10年度9年度8年度7年度6年度5年度4年度年度

目標単位

（アウトカム）
事業指標②

実績

経年劣化の著しくなった市場施設、屋上防水、冷凍設備、空調設備等の主要施設の計画的な改修、整備を行い、円滑な施設運営を図る
。

事業目的

主要施設の改修、整備は事業規模が大きくなることから、中長期的な計画による事業の細分、平準化により実施する。

背景・課題

卸売市場法、横浜市中央卸売市場条例根拠法令・方針決裁等

市場統計データ

根拠・データ等

通年事業

事業スケジュール

令和６年度事業開始年度

1
6年度7年度

市場施設改修

細事業(事業内訳）

1 ■■■ ■■■ ■■■ 工事費等の増

本館棟屋上防水等改修
2 ■■■ ■■■ ■■■ 委託料の増

冷凍設備改修
3 ■■■ 工事費等の減

空調設備改修
4 ■■■ ■■■ ■■■ 工事費等の増

運営課経済局

中央と畜場費会計

■■■■■■



細事業合計

本資料は、評価やデータなどを踏まえ検討し、 課長 係長

公正・適正に作成しました。

令和 4年度

           243,000            243,000                    0

岩瀬 武 中村 浩 古寺 暢嘉



款 項 目

（単位：千円）

区　分 金　額 国 県 市債 一般財源

財 源 内 訳

（単位：千円）
細事業名称 差引（増減） 増減説明

事業計画書

政策番号 施策番号

その他

歳出

事業費

事業費

市債＋一般財源

市債＋一般財源

予
算

決
算

増▲減

   令和7年度

令和 4年度

■ 新規　□ 拡充事業局課 新規拡充 事業評価書番号

2 1

施設整備費

1 20 99

事業名称

歳出予算科目

404,000令和7年度 0 394,000 10,0000 0

令和6年度

令和5年度令和4年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

201,000

203,000

0

 0 0

192,000

 202,000

9,000

 1,000

0 0

0

170,000 150,000 0

0

0

0

0

0

0

170,000 150,000 0

0

 0

経年劣化が顕著となった施設の改修工事の実施
事業概要

（アクティビティ）

事業指標①
（アウトプット）

単位 目標

年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度

実績

10年度9年度8年度7年度6年度5年度4年度年度

目標単位

（アウトカム）
事業指標②

実績

経年劣化の著しくなった建築物、建築設備、外構等の施設の改修、整備を行い、円滑な施設運営を図る。

事業目的

施設の改修、整備の内容は多岐にわたることから、中長期的な計画による施設の改修、整備により実施する。

背景・課題

卸売市場法、横浜市中央卸売市場条例根拠法令・方針決裁等

市場統計データ

根拠・データ等

通年事業

事業スケジュール

令和６年度事業開始年度

1
6年度7年度

ＬＥＤ照明化改修

細事業(事業内訳）

1 ■■■ ■■■ ■■■ 新規事業に伴う増

総合市場ビル改修（委託）
2 ■■■ ■■■ 工事完了に伴う減

計量設備改修
3 ■■■ ■■■ 新規事業に伴う増

汚水処理施設D系列改修
4 ■■■ ■■■ ■■■ 新規事業に伴う増

本館棟大動物解体室高温水配管改修
5 ■■■ ■■■ ■■■ 新規事業に伴う増

本館棟積込所枝肉搬送コンベア改修
6 ■■■ ■■■ ■■■ 新規事業に伴う増

運営課経済局

中央と畜場費会計

■■■

■■■



細事業合計

本資料は、評価やデータなどを踏まえ検討し、 課長 係長

公正・適正に作成しました。

令和 4年度

仲卸棟貯湯槽等改修

細事業(事業内訳）

7 ■■■ ■■■ ■■■ 新規事業に伴う増

総合市場ビル改修（建築）
8 ■■■ ■■■ 工事完了による減

総合市場ビル改修（設備）
9 ■■■ ■■■ 工事完了に伴う減

本館棟外壁等改修
10 ■■■ ■■■ ■■■ 改修計画の変動による増

場内道路舗装改修
11 ■■■ ■■■ 工事完了に伴う減

汚水処理施設改修
12 ■■■ ■■■ ■■■ 工事開始に伴う増

副生物保管庫等改修
13 ■■■ ■■■ 改修計画の変動による減

給水設備改修
14 ■■■ ■■■ ■■■ 工事開始に伴う増

低圧配電設備改修
15 ■■■ ■■■ ■■■ 工事開始に伴う増

404,000 201,000 203,000

岩瀬 武 中村 浩 古寺 暢嘉

■■■

■■■

■■■

■■■



款 項 目

（単位：千円）

区　分 金　額 国 県 市債 一般財源

財 源 内 訳

（単位：千円）
細事業名称 差引（増減） 増減説明

細事業合計

事業計画書

政策番号 施策番号

その他

歳出

事業費

事業費

市債＋一般財源

市債＋一般財源

予
算

決
算

増▲減

本資料は、評価やデータなどを踏まえ検討し、 課長 係長

公正・適正に作成しました。

   令和7年度

令和 4年度

□ 新規　□ 拡充事業局課 新規拡充 事業評価書番号

2 1

小動物解体ライン改修事業費

1 20 99

事業名称

歳出予算科目

         1,212,000令和7年度                  0          1,211,000              1,000                 0                  0

令和6年度

令和5年度令和4年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

           700,000

             512,000

                 0

                   0                   0

           699,000

             512,000

             1,000

                   0

            20,000             50,000

            48,940

         1,614,000                  0                  0

                 0

            20,000

            19,371

            19,371

            50,000

            48,940

         1,614,000                  0                  0

                 0

                   0

経年劣化が顕著となった小動物解体ラインの改修工事の実施
事業概要

（アクティビティ）

事業指標①
（アウトプット）

単位 目標

年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度

                                                                                                      

実績                             

                                                                                                      

10年度9年度8年度7年度6年度5年度4年度年度

目標単位

（アウトカム）
事業指標②

                            実績

　本館棟にある小動物解体ラインは平成16年度に整備されたものであり、耐用年数を過ぎて設備が老朽化しており、トラブルも年々増
加している上、交換部品の入手も困難になりつつある。また平成30年度に改正された食品衛生法（令和２年度施行）では、HACCPに沿
った衛生管理が求められており、より衛生的な設備・建物が求められている。本事業では、小動物解体ラインの改修を行い、と畜にお
ける品質管理、衛生管理、作業の安全性等の向上を図るとともに、小動物解体における省エネ化を行うものである。
　令和7年度は、令和６年度から引き続き実施設計をもとに改修工事に着手する。

事業目的

市内への安全で安心できる食肉の安定供給のため、解体ラインを停止させずに施工を行う必要がある。このため工期を複数に区切り、
休市日を基本とした施工となる。機器・設備の製作に時間を要するため令和６年度に令和６年度から令和８年度までの債務負担設定を
行った。

背景・課題

卸売市場法、横浜市中央卸売市場条例、食品衛生法根拠法令・方針決裁等

市場統計データ

根拠・データ等

令和６年度　契約、改修工事
令和７年度～令和８年度　改修工事（債務負担）
（令和３年度　基本構想、令和４年度　基本設計、令和５年度　実施設計）

事業スケジュール

令和3年度事業開始年度

1
6年度7年度

小動物解体ライン改修
細事業(事業内訳） 1          1,212,000            700,000              512,000 実施設計から工事施工へ移行するため増

         1,212,000            700,000              512,000

5運営課経済局

中央と畜場費会計

岩瀬 武 古寺 暢嘉 草野 誠子
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